
東京から100km

東京から50km
（首都圏物流拠点エリア）
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GXに関わる世界の情勢と、インフラ分野の貢献
    東京大学未来ビジョン研究センター　高村 ゆかり 氏

被災地の本当の話をしよう　～東日本大震災を経験して～
 

   前 陸前高田市長　戸羽 太 氏

2011年東日本大震災での地震と津波から得た教訓をレジリエントな社会に

 

   東北大学災害科学国際研究所　今村 文彦 氏～3.11伝承ロードなどの活動～

表紙

《出典》
・高速道路網と物流拠点は、国土数値情報より作成
・太陽光発電旺盛地域は、再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）の
  データを基に、太陽光導入実績 100GWh/ 年以上の市町村を色付け
・電気自動車のイメージは画像生成AI（Adobe Firefly）により作成

カーボンニュートラルに向けた未来の道路インフラ
電力分野と道路分野が協力して、再エネ余剰電力を
高速道路ネットワークと電気自動車が運ぶ未来

凡例 高速道路（放射）

高速道路（環状）

物流拠点

太陽光発電旺盛地域



JIC
E REPO

RT

2024.01

P-D10012

JICE REPORT 44th issue

JIS Q 9001-2015（ISO 9001：2015）
認証取得 1998/6/17 更新 2022/5/26

再生可能エネルギー（再エネ）活用の現状と課題

表紙は、関東地方の高速道路ネットワーク及びサービス
エリアの位置、物流拠点と、太陽光発電が旺盛な地域を
示している。

首都圏外周部は、日照時間が長く太陽光パネルの設置に
適した平地が多いなど、太陽光発電が旺盛である。電力
需要が旺盛な都心部とは空間的な偏在があるため、再エ
ネの活用を進めるには送電が必要であるが、送電の空き
容量が少ない状況である。

太陽光発電は日中に供給され、天候にも左右される。電
力を安定供給するためには、需要（電力消費量）と供給
（発電量）のバランスを保つ必要があり、火力発電や揚
水式水力発電の出力を調整することで、天候によって変
動する再エネを含めた需給バランスを保っている（図1）。
近年、需要の少ない日には供給過多となり、再エネ発電
所の出力を抑える必要も生じているなど、時間的な偏在
を抱えている。

また、現在の交通状況のまま今後全ての車が電気自動車
（EV）に転換した場合、新たに必要となる電力量は日本
全体の年間発電量の15％にもなることから、再エネを
EVが消費する仕組みが求められるとともに、走る蓄電池※

としてのEVの活用が期待されている。

※EVのバッテリー容量は、一般家庭が消費する電力の概ね3～4日分

再エネの空間的偏在へ対応する狭義の電力ハイウェイ

首都圏外周部の再エネ発電エリアから、電力が不足する
都心部等の電力消費地への新たな送電網として、幹線道
路ネットワークの道路空間を活用した送電系統線を敷設
するアイデアが考えられる（図2）。このように再エネ電
力を消費地に届ける狭義の電力ハイウェイの実現が期待
される。

時間的・空間的需給バランスを実現する広義の電力ハイ
ウェイ

首都圏外周部に過多の太陽光発電を活用し、時間的・空
間的な需要をシフトするアイデアとして、自家用EVであ
れば、首都圏外周部のサービスエリアなどで充電し、自
宅に戻ってからその電力を活用することや、業務用EVで
あれば、首都圏外周部に多く立地する物流拠点で太陽光
発電電力を充電し、高速道路ネットワーク等を活用した
移動をすることなどが考えられる（図3） 。
このような時間的・空間的な需要バランスの確保を目指
し、EV充電器の整備と連携した幹線道路網の整備など、
広義の電力ハイウェイの実現が期待される。

2050年カーボンニュートラルの実現には、土木インフラ
分野の貢献が求められている。

表紙の解説

図1　時間帯別の電力需要と供給
（出典）九州電力送配電

図2　幹線道路空間への送電系統線敷設イメージ

図3　電気自動車による電力需要シフトのイメージ


